
(57)【要約】

【課題】明るい環境下でも十分な視認性を有する表示を

行うことができ、かつ薄くてコンパクト化な有機ＥＬデ

ィスプレイを提供する。

【解決手段】画像情報や文字情報を表示させる有機ＥＬ

ディスプレイ１において、共通透明基板２上に水平方向

に配列された複数の陽極３と、複数の陽極３と所定の間

隔を有し、かつ複数の陽極３に直交する方向に配列され

た第１陰極４１と第２陰極４２を１組とする複数の陰極

４と、複数の陽極３と第１陰極４１との交差部にあって

、かつこれらの間に形成された有機ＥＬ層７と、複数の

陽極３と第２陰極４２との交差部にあって、かつこれら

の間に設けられたスペーサ５とを有し、第２陰極４２は

、複数の陽極３に対して垂直方向に上下動する弾性体か

らなる。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 画 像 情 報 や 文 字 情 報 を 表 示 さ せ る 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ に お い て 、
　 共 通 透 明 基 板 上 に 水 平 方 向 に 配 列 さ れ た 複 数 の 陽 極 と 、
　 前 記 複 数 の 陽 極 と 所 定 の 間 隔 を 有 し 、 か つ 前 記 複 数 の 陽 極 に 直 交 す る 方 向 に 配 列 さ れ た
第 １ 陰 極 と 第 ２ 陰 極 を １ 組 と す る 複 数 の 陰 極 と 、
　 前 記 複 数 の 陽 極 と 前 記 第 １ 陰 極 と の 交 差 部 に あ っ て 、 か つ こ れ ら の 間 に 形 成 さ れ た 有 機
Ｅ Ｌ 層 と 、
　 前 記 複 数 の 陽 極 と 前 記 第 ２ 陰 極 と の 交 差 部 に あ っ て 、 か つ こ れ ら の 間 に 設 け ら れ た ス ペ
ー サ と を 有 し 、
　 前 記 第 ２ 陰 極 は 、 前 記 複 数 の 陽 極 に 対 し て 垂 直 方 向 に 上 下 動 す る 弾 性 体 か ら な る こ と を
特 徴 と す る 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 屋 外 で の 視 認 性 を 向 上 さ せ た 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ （ 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ
ッ セ ン ス デ ィ ス プ レ イ ） に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 は 、 高 速 応 答 性 を 有 し 、 視 野 角 依 存 性 の な い 光 を 低 消 費 電 力 で 発 光 す る こ
と が で き る の で 、 表 示 素 子 と し て 携 帯 端 末 機 器 や パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ の デ ィ ス プ レ イ
等 に 応 用 す る こ と が 検 討 さ れ 、 車 載 オ ー デ ィ オ 用 表 示 パ ネ ル に は モ ノ カ ラ ー を 部 分 的 に 組
み 合 わ せ た エ リ ア カ ラ ー の 表 示 素 子 と し て 実 用 化 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 赤 （ Ｒ ） 、 緑 （ Ｇ ） 、 青 （ Ｂ ） に 対 応 し た 表 示 素 子 を 組 み 合 わ せ れ ば 、
フ ル カ ラ ー 表 示 も 可 能 で あ る こ と か ら 低 電 圧 駆 動 で 高 輝 度 発 光 す る 高 性 能 の 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ
ス プ レ イ に つ い て の 検 討 が 種 々 な さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の よ う な 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ は 、 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ て い る 。
　 即 ち 、 特 許 文 献 １ に は 、 携 帯 電 話 の よ う な 移 動 体 端 末 電 子 機 器 に お い て 、 視 認 性 に 優 れ
高 精 細 な 表 示 を 可 能 と す る 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 部 と 消 費 電 力 を 低 く 抑 え る こ と が で き る 半 透 過 型
或 い は 反 射 型 の 液 晶 表 示 部 を 備 え る こ と に よ り 、 低 消 費 電 力 化 を 図 る と 共 に 情 報 の 種 類 や
状 況 に 応 じ た 表 示 装 置 の 使 い 分 け が で き る こ と が 記 載 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ３ ０ ４ １ ３ ６ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ に 用 い ら れ る 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 は 、 自 発 光 素 子 で あ る
の で 、 明 る い 環 境 下 で は 十 分 な コ ン ト ラ ス ト が 得 ら れ ず 、 視 認 性 が 極 端 に 低 下 す る と い っ
た 問 題 が あ っ た 。
　 ま た 、 携 帯 電 話 と し て は 、 表 示 部 の 両 面 に 表 示 パ ネ ル を 設 け 、 一 方 の 表 示 パ ネ ル で は 、
メ ッ セ ー ジ 性 の 高 い 表 示 を 行 わ せ 、 他 方 で は 、 画 像 情 報 を 表 示 さ せ る と い っ た も の も 商 品
化 さ れ て い る 。 表 示 パ ネ ル は 、 情 報 表 示 を 行 う た め の 一 対 の 電 極 が 必 要 で あ る こ と か ら 、
厚 さ 方 向 に ４ 枚 の 電 極 を 備 え る 必 要 が あ る 。 こ の た め 、 全 体 厚 さ が 厚 く な り 、 薄 く て コ ン
パ ク ト 化 が 図 れ な い と い っ た 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 前 述 の 課 題 に 鑑 み て 提 案 さ れ る も の で あ っ て 、 明 る い 環 境 下 で も 十
分 な 視 認 性 を 有 す る 表 示 を 行 う こ と が で き 、 か つ 薄 く て コ ン パ ク ト 化 な 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ
レ イ を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
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【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 画 像 情 報 や 文 字 情 報 を 表 示 さ せ る 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ に お い て 、 共 通 透 明
基 板 上 に 水 平 方 向 に 配 列 さ れ た 複 数 の 陽 極 と 、 前 記 複 数 の 陽 極 と 所 定 の 間 隔 を 有 し 、 か つ
前 記 複 数 の 陽 極 に 直 交 す る 方 向 に 配 列 さ れ た 第 １ 陰 極 と 第 ２ 陰 極 を １ 組 と す る 複 数 の 陰 極
と 、 前 記 複 数 の 陽 極 と 前 記 第 １ 陰 極 と の 交 差 部 に あ っ て 、 か つ こ れ ら の 間 に 形 成 さ れ た 有
機 Ｅ Ｌ 層 と 、 前 記 複 数 の 陽 極 と 前 記 第 ２ 陰 極 と の 交 差 部 に あ っ て 、 か つ こ れ ら の 間 に 設 け
ら れ た ス ペ ー サ と を 有 し 、 前 記 第 ２ 陰 極 は 、 前 記 複 数 の 陽 極 に 対 し て 垂 直 方 向 に 上 下 動 す
る 弾 性 体 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ を 提 供 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 共 通 透 明 基 板 上 に 水 平 方 向 に 配 列 さ れ た 複 数 の 陽 極 と 、 前 記 複 数 の 陽
極 と 所 定 の 間 隔 を 有 し 、 か つ 前 記 複 数 の 陽 極 に 直 交 す る 方 向 に 配 列 さ れ た 第 １ 陰 極 と 第 ２
陰 極 を １ 組 と す る 複 数 の 陰 極 と 、 前 記 複 数 の 陽 極 と 前 記 第 １ 陰 極 と の 交 差 部 に あ っ て 、 か
つ こ れ ら の 間 に 形 成 さ れ た 有 機 Ｅ Ｌ 層 と 、 前 記 複 数 の 陽 極 と 前 記 第 ２ 陰 極 と の 交 差 部 に あ
っ て 、 か つ こ れ ら の 間 に 設 け ら れ た ス ペ ー サ と を 有 し 、 前 記 第 ２ 陰 極 は 、 前 記 複 数 の 陽 極
に 対 し て 垂 直 方 向 に 上 下 動 す る 弾 性 体 か ら な る の で 、 明 る い 環 境 下 で も 十 分 な 視 認 性 を 有
す る 表 示 を 行 う こ と が で き 、 か つ 薄 く て コ ン パ ク ト 化 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
　 図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ を 示 す 平 面 図 で あ る 。
　 図 ２ は 、 図 １ の Ａ Ａ 断 面 図 で あ る 。 図 ３ は 、 図 １ の Ｂ Ｂ 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ １ は 、 共 通 透 明 基
板 ２ 上 に 水 平 方 向 に 複 数 の 陽 極 ３ が 配 列 さ れ 、 こ の 複 数 の 陽 極 ３ に 垂 直 な 方 向 に 複 数 の 陰
極 ４ が 配 列 さ れ て い る 。 複 数 の 陰 極 ４ は 、 一 対 の 第 １ 陰 極 ４ １ と 第 ２ 陰 極 ４ ２ と か ら な る
。 図 ２ に 示 す よ う に 、 複 数 の 陽 極 ３ と 第 １ 陰 極 ４ １ と の 交 差 部 に あ っ て 、 か つ こ れ ら の 間
に は 、 有 機 Ｅ Ｌ 層 ５ が マ ト リ ク ス 状 に 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 複 数 の
陽 極 ３ と 第 ２ 陰 極 ４ ２ と の 交 差 部 に あ っ て 、 か つ こ れ ら の 間 に は 、 ス ペ ー サ ５ が 形 成 さ れ
、 複 数 の 陽 極 ３ と 第 ２ 陰 極 ４ ２ と の 間 に 空 隙 ６ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 そ し て 、 共 通 透 明 基 板 ２ と 、 陽 極 ３ と 、 第 １ 陰 極 ４ １ と 、 有 機 Ｅ Ｌ 層 ７ と で 有 機 Ｅ Ｌ 素
子 ８ を 構 成 し て い る 。
　 有 機 Ｅ Ｌ 層 ７ は 、 複 数 の 陽 極 ３ 上 に 正 孔 輸 送 層 ７ １ 、 発 光 層 ７ ２ 、 電 子 輸 送 層 ７ ３ が 順
次 積 層 さ れ た 構 成 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 陽 極 ３ と し て は 、 ５ ｅ Ｖ 前 後 の 仕 事 関 数 を 有 す る 光 透 過 性 電 極 か ら な り 、 例 え ば イ ン ジ
ウ ム － ス ズ 酸 化 物 （ 以 下 、 Ｉ Ｔ Ｏ と い う ） を 用 い る こ と が で き る 。
　 正 孔 輸 送 層 ７ １ と し て は 、 例 え ば 、 ア リ ー ル ジ ア ミ ン 化 合 物 （ 以 下 、 Ｔ Ｐ Ｄ と い う ） を
用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 発 光 層 ７ ２ と し て は 、 蛍 光 性 を 有 す る 高 分 子 材 料 か ら 低 分 子 材 料 、 金 属 錯 体 ま で 幅 広 く
用 い る こ と が で き 、 例 え ば 、 ト リ ス （ 8-キ ノ リ ノ ー ル ） ア ル ミ ニ ウ ム 有 機 金 属 錯 体 （ 以 下
、 単 に Ａ ｌ ｑ ３ と い う ） を 用 い る こ と が で き る 。 Ａ ｌ ｑ ３ は 、 電 子 輸 送 性 の た め 電 子 輸 送
層 と 兼 用 す る こ と も で き る 。
　 陰 極 ４ １ は 、 小 さ い 仕 事 関 数 を 有 す る 銀 － マ グ ネ シ ウ ム 合 金 を 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 陽 極 ３ と 、 上 下 動 す る 第 ２ 陰 極 ４ ２ と 、 ス ペ ー サ ５ と で Ｍ Ｅ Ｍ Ｓ （ Ｍ ｉ ｃ ｒ ｏ 　
Ｅ ｌ ｅ ｃ ｔ ｒ ｏ 　 Ｍ ｅ ｃ ｈ ａ ｎ ｉ ｃ ａ ｌ 　 Ｓ ｙ ｓ ｔ ｅ ｍ ｓ ） 素 子 ９ を 構 成 し て い る 。 第 ２
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陰 極 ４ ２ は 、 図 示 し な い 駆 動 部 に よ り 、 複 数 の 陽 極 ３ に 対 し て 垂 直 方 向 に 上 下 動 す る 弾 性
体 か ら な っ て い る 。
　 Ｍ Ｅ Ｍ Ｓ 素 子 ９ は 、 陽 極 ３ と 第 ２ 陰 極 ４ ２ と で フ ィ ゾ ー 干 渉 計 を 構 成 し 、 透 明 基 板 ２ 側
か ら 白 色 光 を 照 射 し て 、 ス ペ ー サ ５ の 厚 さ に 対 応 し た 陽 極 ３ と 第 ２ 陰 極 ４ ２ の 間 で 干 渉 す
る こ と に よ り 強 め ら れ 、 共 通 透 明 基 板 ２ 側 か ら 出 射 す る 発 光 色 の み を 取 り 出 し て 表 示 を 行
う こ と が で き る も の で あ る 。
　 こ の た め 、 カ ラ ー 表 示 を 行 う こ と が で き る よ う に 、 ス ペ ー サ ５ は 、 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ
イ １ 内 で ３ 原 色 光 の 干 渉 光 が 得 ら れ る よ う に 厚 さ を 規 則 的 に 変 化 さ せ て あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 次 に 、 こ の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。
　 ま ず は 、 複 数 の 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ８ を 動 作 さ せ る 場 合 に つ い て 説 明 す る 。
　 図 示 し な い 駆 動 回 路 に よ り 、 複 数 の 陽 極 ３ と 第 １ 陰 極 ４ １ と を 順 次 走 査 し 、 有 機 Ｅ Ｌ 層
７ に 電 流 を 流 し て 、 有 機 Ｅ Ｌ 層 ７ の 発 光 層 に 対 応 し た 発 光 色 を 共 通 透 明 基 板 ２ 側 か ら 取 り
出 し て 、 こ の 文 字 や 画 像 情 報 を 表 示 さ せ る こ と が で き る 。 そ れ ぞ れ の 電 極 に 印 加 す る 電 圧
は 、 例 え ば 、 陽 極 ３ は 、 ＋ ５ Ｖ 、 第 １ 陰 極 ４ １ は 、 グ ラ ン ド 電 位 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 次 に 、 Ｍ Ｅ Ｍ Ｓ 素 子 ９ を 動 作 さ せ る 場 合 に つ い て 説 明 す る 。
　 図 示 し な い 駆 動 回 路 に よ り 、 複 数 の 陽 極 ３ と 第 ２ 陰 極 ４ ２ と を 順 次 走 査 し 、 陽 極 ３ と 第
２ 陰 極 ４ ２ と の 間 で 引 力 が 作 用 す る 場 合 に は 、 空 隙 ６ は 存 在 し な い た め 、 透 明 基 板 ２ 側 か
ら 光 を 照 射 し て も 第 ２ 陰 極 ４ ２ で 反 射 さ れ て 戻 る だ け で あ る の で 、 発 光 は な く 、 黒 モ ー ド
と な る 。 陽 極 ３ と 第 ２ 陰 極 ４ ２ と の 間 で 斥 力 が 作 用 す る 場 合 に は 、 ス ペ ー サ ５ の 厚 さ に よ
っ て 決 め ら れ た 空 隙 ６ に 応 じ た 干 渉 光 を 取 り 出 す こ と が で き る た め 、 発 光 色 を 得 る こ と が
で き る 。
　 カ ラ ー 表 示 は 、 ３ 原 色 光 が 得 ら れ る Ｍ Ｅ Ｍ Ｓ 素 子 ９ を 選 択 す る こ と に よ っ て 、 得 ら れ る
。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 陽 極 ３ と 第 ２ 陰 極 ４ ２ と の 間 で 引 力 を 作 用 さ せ る 場 合 に は 、 例 え ば 、 陽 極 ３ は 、 ＋ ５ Ｖ
、 第 ２ 陰 極 ４ ２ は 、 ０ Ｖ で あ り 、 陽 極 ３ と 第 ２ 陰 極 ４ ２ と の 間 で 斥 力 を 作 用 さ せ る 場 合 に
は 、 陽 極 ３ は 、 ＋ ５ Ｖ 、 第 ２ 陰 極 ４ ２ は 、 ＋ ５ Ｖ で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 以 上 の よ う に 、 複 数 の 陽 極 ３ と 第 １ 陰 極 ４ １ 或 い は 第 ２ 陰 極 ４ ２ を 順 次 走 査 し て 、 有 機
Ｅ Ｌ 素 子 ８ 或 い は Ｍ Ｅ Ｍ Ｓ 素 子 ９ を 選 択 的 に 表 示 し 、 共 通 透 明 基 板 ２ か ら 情 報 を 取 り 出 す
こ と が で き る の で 、 コ ン パ ク ト で 薄 型 の 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 外 部 環 境 が 暗 い 時 だ け 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ８ を 駆 動 さ せ て 表 示 を 行 い 、 明 る い 時 は Ｍ Ｅ
Ｍ Ｓ 素 子 ９ を 用 い る こ と に よ り 、 電 力 の 省 力 化 を 図 る こ と が で き る 。
　 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ８ は 、 第 １ 陰 極 ４ １ で 反 射 さ せ て 共 通 透 明 基 板 ２ 側 か ら 発 光 さ せ る こ と が
で き る の で 、 共 通 透 明 基 板 ２ 側 か ら 直 接 得 ら れ る 光 に 加 え て 第 １ 陰 極 ４ １ で 反 射 さ れ て 戻
っ て き た 光 も 発 光 に 寄 与 す る こ と に な る た め 、 明 る い 環 境 下 で も 十 分 な 視 認 性 を 有 す る 表
示 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 更 に 、 第 １ 陰 極 ４ １ の 光 透 過 率 を 向 上 さ せ た 材 料 を 用 い る こ と に よ り 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ７
か ら の 発 光 は 、 第 １ 陰 極 ４ １ 側 か ら 取 り 出 し 、 Ｍ Ｅ Ｍ Ｓ 素 子 ９ か ら の 発 光 は 、 共 通 透 明 基
板 ２ 側 か ら 取 り 出 す こ と が で き る の で 、 第 １ 陰 極 ４ １ 側 で 画 像 情 報 を 表 示 さ せ 、 共 通 透 明
基 板 ２ 側 で 使 用 者 の 自 由 度 を 増 す こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の Ａ Ａ 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ の Ｂ Ｂ 断 面 図 で あ る 。
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【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
１ … 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ 、 ２ … 共 通 透 明 基 板 、 ３ … 陽 極 、 ４ … 陰 極 、 ４ １ … 第 １ 陰 極 、
４ ２ … 第 ２ 陰 極 、 ５ … ス ペ ー サ 、 ６ … 空 隙 、 ７ … 有 機 Ｅ Ｌ 層 、 ７ １ … 正 孔 輸 送 層 、 ７ ２ …
発 光 層 、 ７ ３ … 電 子 輸 送 層 、 ８ … 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 、 ９ … Ｍ Ｅ Ｍ Ｓ 素 子

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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摘要(译)

解决的问题：提供一种薄而紧凑的有机EL显示器，即使在明亮的环境下
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有机EL显示器（1）中，在同一透明基板（2）上沿水平方向排列的多个
阳极（3），具有预定间隔的多个阳极（3）和多个 在多个阳极3和第一
阴极41的交点处，多个阴极4具有第一阴极41和第二阴极42，该第一阴
极41和第二阴极42在与阳极3正交的方向上设置为一组。 有机EL层7形
成在多个阳极3和第二阴极42之间并在其处相交，并且具有设置在它们之
间的间隔物5，即第二阴极42。 它由相对于多个阳极3垂直移动的弹性体
制成。 [选型图]图1
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